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Ｑ１．領収書はコピーでもいいですか？
Ａ．原本を提出してください。（レシート可）
領収書の原本は、確認後お返しします。

Ｑ２．報償費（講師謝金等）の領収書は必要ですか？
Ａ．必要です。
金額、領収年月日、講師の氏名・住所の記載と押印が必要です。

Ｑ３．チラシを自宅で印刷しました。団体から印刷枚数でお金をもらって個人名で領収書を発行したものは、対象になりますか？
Ａ．団体の構成員名の領収書は対象になりません。
印刷に使った用紙やインクの領収書を提出してください。

Ｑ４．市外での活動は支援の対象にならないとなっていますが、「市外での活動」とはどのような活動ですか？
Ａ．活動場所が市外であったり、三木市民以外の方を対象とした活動のことをいいます。

Ｑ５．営利を目的とする事業とはどんなことですか？
　　　Ａ．活動により収益が発生する場合、営利を目的とする事業とみなします。
具体的には、収入が支出を超えていることや、収入を会員で分配していることです。ただし、活動に必要な会費や参加費の徴収は営利目的にはなりません。

Ｑ６．申請時は５万円で申請していましたが、活動終了後、対象金額が５万円より
少なかった場合は減額できますか？
Ａ．できます。なお、変更申請の手続きについては、こども福祉課からご案
内します。
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Ｑ７．事業の実施のため、機材等を運搬するのに自家用車を使用しました。その費用は計上できますか？
Ａ．交通費として、計上できます。使用したガソリン代を計上してください。
ただし１日につき上限５００円／台です。
様式の「交通費支出調書（自家用車両）」を記入し、受領印を押し、報告時に添付してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交通費

Ｑ８．電話代は通信運搬費として計上できますか？
Ａ．活動に係ることを明確にできないため対象外となります。

Ｑ９．団体構成員が研修などに参加する際の交通費が対象経費となりますが、研修とはどのようなものですか？ 
Ａ．構成員の知識、技術の向上を目的に他の団体が実施する研修会、講習会等に参加する場合で、芸術や音楽、芸術作品を鑑賞するのが主な目的の場合は計上できません。

Ｑ１０．事業の案内チラシに三木市子育て団体活動促進事業補助金活用等明記してもいいですか？ 
Ａ．かまいません。ただしこの補助金は自主的な活動を補助するもので、委託事業ではありません。明記する場合は、あらかじめ市の確認を得た上で配布するようにお願いします。



